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日
本
近
世
封
建
社
会
に
お
け
る
農
村
は
、
商
品
・
貨
幣
経
済
の
発
展
に
よ
り
、
そ
の
基
本
的
な
自
然
・
領
域
経
済
を
変
質
し
つ
4
全
国
経
済

化
の
途
を
辿
つ
て
行
く
。
そ
れ
を
農
業
経
営
の
面
か
ら
把
え
る
と
、
中
期
以
降
、
隷
農
主
的
な
地
主
の
分
解
が
見
ら
れ
、
寄
生
地
主
の
発
生
を

多
く
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
性
格
を
系
譜
的
に
大
別
し
て
、
村
方
地
主
と
、
商
人
地
主
と
一
応
区
別
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
両
者
は

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格
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―――一六

ヂ
カ
ク

交
錯
し
て
更
に
複
雑
に
展
開
す
る
。
か
く
て
、
幕
末
の
地
主
の
性
格
を
規
定
す
る
に
は
、
全
国
的
に
広
汎
な
地
方
史
科
に
よ
る
経
営
分
析
を
通

し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
理
に
答
え
る
に
は
不
充
分
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
幕
末
に
お
け
る

寄
生
地
主
の
性
格
を
垣
間
見
た
い
と
考
え
て
、
小
稲
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。

こ
こ
に
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、
豊
前
匡
小
倉
藩
に
お
い
て
、
大
庄
屋
を
勤
め
た
、
現
在
の
福
岡
県
田
川
郡
金
田
町
に
在
住
せ
ら
れ
る
六

角
家
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
に
入
る
前
に
、
同
家
及
び
同
地
方
の
幕
末
に
お
け
る
概
観
を
し
て
置
こ
う
。

六
角
氏
は
田
川
郡
金
田
村
を
中
心
と
す
る
金
田
手
永
の
大
庄
屋
で
あ
り
、
近
世
期
に
お
い
て
は
、
加
治
氏
と
も
称
さ
れ
、
金
田
在
住
の
た
め

か
、
金
田
氏
と
も
称
さ
れ
た
。

金
田
手
永
は
、
他
の
楯
・
伊
田
・
添
田
・
猪
膝
・
上
野
の
諸
手
永
と
共
に
、
田
川
郡
六
手
永
の
―
つ
で
あ
り
、
当
手
永
に
は
金
田
村
の
外
に
、

上
糸
田
・
中
糸
田
・
下
糸
田
・
鼠
池
・
上
弓
削
田
・
下
弓
削
田
・
見
立
・
大
熊
・
河
原
弓
削
田
・
宮
床
•
宮
尾
の
諸
村
及
び
後
藤
寺
町
が
あ
っ

た
。
各
村
・
町
に
そ
れ
ぞ
れ
庄
屋
が
居
り
、
金
田
村
は
大
庄
屋
と
共
に
庄
屋
も
醤
か
れ
て
い
た
。

5
 

そ
こ
で
、
天
保
九
年
の
金
田
村
を
知
る
た
め
に
金
田
手
永
各
村
の
状
況
を
表
一
で
窺
つ
て
み
よ
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
手
永
中
最
も
大
き
な
村
で
あ
る
。
田
と
晶
の
割
合
は
大
体
二
と
一
の
割
合
で
あ
る
。
又
無
高
百
姓
が
一
七
軒
あ
る
が
、

元
緑
二
年
、
同
十
六
年
、
享
保
元
年
の
「
人
蓄
即
」
に
そ
れ
ぞ
れ
名
子
を
二
九
軒
、
二
九
軒
、

三
六
軒
と
数
え
る
が
、
既
に
だ
保
年
間
に
は
名

子
を
見
な
い
の
で
、
無
高
百
姓
一
七
軒
に
は
名
子
を
含
ま
な
い
と
思
わ
れ
る
。

”
 

で
は
同
家
で
は
、
ど
の
位
の
田
晶
を
所
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
後
に
掲
げ
る
如
く
、
安
永
三
年
に
は
『
私
俵
田
畠
三
町
余
抱
持
』
つ
て

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

第
十
九
巻

第
二
号



（表ー） 「天保九年田川郡村々免高蔽数書上帳」の中、金田手永分

! 乞貝 数

村 名 本免 本 蘭•と 四ツ高 田 数 晶 数 本 百 姓 無高百姓

軒数！ 男 I女 軒数 1 男 I 女
ツ
1,189石.8035 1,903石.3005 712反.3100 339反.5190 1fs 2命 ぶ 愕 命 人金 田 村 5.1 26 

上糸田村 5.1725 572.2711 932.6365 390.6050 100.6185 44 99 92 5 7 1 

中糸田村 5.1725 621.5271 1,012.91325 431.821 87.4285 56 123 117 1 

゜
2 

下糸田村 5.1725 600.5819 978.77825 437.408 52.420 38 67 66 2 3 

鼠 池 村 4.2662 157.625 211.8925 1352025 2.809 17 41 37 2 4 4 

上弓削田村 4.9 537.1172 829.3045 386.6265 120.7275 59 146 153 10 26 17 

下弓削田村 4.9 577.7956 892.1090 360.2!45 144.8290 58 110 139 8 17 18 

見 立 村 4.9 214.8024 331.6535 170.8210 31.6120 54 128 124 1 1 t 

大 熊 村 1.6 134.9952 67.71025 36.7130 106.2025 12 22 29 1 2 4 

河原弓削田村 4.5 648.5158 919.565 479.6240 127.6285 44 111 123 8 13 19 

宮 床 村 4.8 157.8160 238.69175 103.6065 13.5160 22 47 44 2 2 

宮 尾 村 4.5 688.4953 976.2570 503.1235 164.7065 34 91 79 14 35 24 

後藤寺町 2.3 88.8079 ？ 68.0265 70.4050 23 60 38 4 4 61 

計 16,190.1540隣町除闊く20） 4,216.5022 1,362.9120 5691 1;285 1,284 75 145 1381 

蝉快剰芦と名心心怖封我州 Q出迩 嫁＋呆抱蠍ll心 I 11Iギ



（表二）金田四郎兵衛抱持高内訳（嘉永七年）

田 畠 l請 持 名 目

反
田晶 48.0 金田村加治源吉郎

" 5.727 " " 
田 1.5265 FL II 

田晶 3.906 上糸田村伝 内

畠 1.022 中糸田村加治源吉郎

田晶 2.0225 下糸田村 ,, 
II 11.325 上弓削田村伝 内
fl 7.7015 大熊村 ,, 

" 9.627 宮床村 /9 

/I 3.719 宮尾村 fl 

田 4.4205 ff II 

細手永
田晶 11.0085 瑞 村剛 太 郎

f9 9,829 II 蕃 太 郎

田 3.4275 東夏吉村伝 内

田晶 6.3285 神上野手統永村 壮 助

晶 1.1245 伊方村壮 兵 魯

II .2095 fl 金田四郎兵衛

と
あ
る
か
ら
、
約
八

0
年
間
に
一

0
町
ほ
ど
土
地
集
積
を
し
て
い
る
。

田
晶
拾
一
一
一
町
壱
反
六
畝
廿
五
歩
半

仁

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

い
た
。
し
か
し
嘉
永
七
年
（
実
は
安
政
元
年
）
に
は

の金
田
四
郎
兵
衛
持
高

本
高
百
弐
拾
七
石
壱
斗
八
升
四
合
八
勺

L— 

川
郡
に
お
い
て
、。

ー

う
か
。
（
表
三
）

ど
の
位
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
ろ

で
は
、

大
庄
屋
と
し
て
所
持
す
る
田
晶
拾
三
町
余
は
田

を
経
て
収
得
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
土
地
か
ら
受
取
る
大
部
分
の
小
作
料
は
、
そ
の
手

田
村
に
あ
る
。
尚
、
各
田
晶
に
は
そ
れ
ぞ
れ
請
持
人
が
あ
り
、

そ
の
周
辺
に
集
中
し
て
お
り
、
又
全
持
高
の
四
割
二
分
は
金

神
崎
村
・
伊
方
村
に
亘
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
金
田
手
永
と

第

十

九

巻

第

二

号
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そ
こ
で
そ
の
所
持
田
晶
数
の
内
訳
及
び
そ
の
地
域
分
布
を
示
し
た
の
が
表
二
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
手
永
内
の
殆
ど
の
村
に
土
地
を
所

持
し
、
更
に
糖
手
永
の
糀
村
・
東
夏
吉
村
や
、
上
野
手
永
の



（表三） 田川郡諸大庄屋抱持高（嘉永七年 繍手永は欠けている）

大 庄 屋 I田 畠 j本 高 l四、）高
号607 石 石

伊田清左衛門 7.0158 9.631 

添田直 兵 衡 28.0155 20.8124 '29.26475 

猪膝昌右衛門 125.3015 144.889 174.48825 

上野寛 治 90.701 
I 
103.6014 130.54125 

の
機
会
に
譲
り
た
い
。

ろ
う
か
。
そ
れ
を
本
論
と
し
て
次
に
考
察
し
よ
う
。

で
一
割
二
分
の
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

＝ 

免

猪
膝
村

第

十

九

巻

第

二

号

五
ツ
壱
歩
』
で
前
掲
嘉
永
七
年
と
同
じ
で
あ
る
が

し

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
家
と
比
肩
し
う
る
の
は
、
猪
膝
手
永
の
大
庄
屋
「
猪
膝
昌
右
衛
門
」
の
み
で
あ
る
。

田
晶
は
六
反
三
畝
二
四
歩
、
六
角
氏
が
多
く
所
持
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
高
は
一
七
石
七
斗
四
合

二
勺
ほ
ど
少
い
。
こ
れ
は
所
持
田
畠
が
猪
膝
氏
よ
り
下
位
田
晶
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
る
に

四
ツ
高
は
六
角
氏
が
多
い
。
こ
れ
は
田
晶
を
主
と
し
て
所
持
し
て
い
る
金
田
村
の
「
免
」
が
猪
膝
村
よ
り
高

い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
天
保
九
年
の
「
田
川
郡
村
々
免
高
鼈
数
書
上
帳
」
に
よ
れ
ば
、
金
田
村
は
『
免

―
―
ー
ツ
九
分

右
の
如
く
、
田
川
郡
の
大
庄
屋
中
、
幕
末
に
お
い
て
最
大
の
田
晶
面
積
を
所
持
し
て
い
た
。
で
は
、
上

述
の
如
く
、
安
永
三
年
以
降
、
約
八

0
年
間
に
そ
の
田
晶
が
四
倍
に
も
膨
脹
し
た
の
は
何
に
よ
っ
て
で
あ

尚
、
小
稿
に
お
い
て
は
、
幕
末
の
み
を
取
り
扱
っ
た
が
、
明
治
年
代
の
考
察
も
予
定
し
て
い
る
が
、
別

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

―――一九



〔
註
〕
①

さ
て
こ
こ
で
、
土
地
集
積
を
も
た
ら
す
高
利
貸
付
の
具
体
的
な
内
容
を
み
よ
う
。

二

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

第
十
九
巻

ヂ
カ
ク

六
角
家
文
書
（
九
大
九
州
文
化
史
研
究
所
架
蔵
）
に
よ
る
。
こ
の
史
料
は
地
方
史
料
と
し
て
、
農
業
・
酒
造
・
貸
付
関
係
等
の
貴
重
な
も
の
で
あ

る
が
、
残
念
な
こ
と
に
天
保
年
間
火
災
に
遭
い
、
そ
れ
以
後
は
良
く
揃
つ
て
い
る
が
、
古
い
年
代
は
断
片
的
に
残
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
主
と
し

て
、
幕
末
の
分
折
を
試
み
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
（
以
後
史
料
の
明
示
な
き
場
合
は
同
家
文
善
）

②
小
倉
藩
で
は
「
大
庄
屋
一
所
轄
を
手
永
と
唱
へ
」
（
「
小
倉
藩
政
時
状
記
」
—
「
福
岡
県
史
資
料
」
第
五
輯
六
九
一
頁
所
載
）
た
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
福
岡
藩
の
「
鰍
」
久
留
米
藩
の
「
組
」
等
と
同
じ
で
あ
る
。

③
④
「
天
保
九
年
田
川
郡
村
々
免
高
鼈
数
書
上
帳
」
。

向

右

同

。

⑥
天
保
年
間
以
降
諸
人
別
関
係
記
録
に
見
ら
な
い
。

⑦
「
御
願
申
上
口
上
覚
」
。
（
内
容
は
後
掲
。
酒
造
業
の
項
参
照
）

⑧
⑨
⑩
「
嘉
永
七
年
田
川
郡
大
庄
屋
抱
持
田
畠
井
差
引
詰
害
上
帳
」
。

⑰
「
四
ッ
高
」
と
は
「
免
―
一
高
下
ア
リ
テ
或
ハ
ニ
ッ
ト
モ
三
ッ
共
四
成
、
四
ッ
五
歩
、
五
ッ
六
歩
、
七
ッ
ト
モ
サ
マ
人
＼
ア
リ
、
然
＞
ド
モ
、
免
ハ

皆
四
ッ
コ
リ
仕
出
タ
ル
高
二
応
ジ
テ
高
下
ア
リ
ト
モ
四
ッ
成
ジ
ム
ル
事
ナ
リ
ケ
ル
云
々
」
（
昭
和
八
年
三
月
「
福
岡
県
久
留
米
藩
仲
津
藩
小
倉
藩
田

制
頁
租
―
一
関
ス
ル
調
査
」
七
三
頁
）
と
あ
る
。
即
ち
免
（
本
租
率
）
は
各
村
に
よ
っ
て
異
る
が
、
本
高
に
免
を
掛
け
て
物
成
（
本
租
）
を
算
出
し
、

そ
の
物
成
が
四
ツ
（
四

0
%）
に
な
る
如
く
、
高
を
換
算
し
た
も
の
が
「
四
ッ
高
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
隣
り
の
仲
津
藩
に
お
い
て
如
行
わ
れ
た
が
、

他
藩
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
普
通
の
藩
で
「
高
」
と
言
は
れ
る
の
を
、
当
藩
及
び
仲
津
藩
は
「
四
ッ
高
」
に
対
し
て
「
本
高
」
と
称
す
る
。

（
同
書
）

貸

付

活

動

と

士

地

集

積

第
二
号

一
四
〇



＝可l

一
金
八
拾
両

（口）

武

幕
末
に
お
け
る
生
活
の
窮
乏
を
反
映
し
て
、
農
民
を
大
多
数
の
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
外
に
、
商
人
・
武
士
・
役
所

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
ず
農
民
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
に
詳
細
に
亘
つ
て
考
察
す
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
見
て
置
こ
う
。

と
糖
手
永
の
香
春
町
の
商
人
に
約
一
割
五
分
の
利
率
で
貸
付
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
前
年
か
ら
の
繰
越
で
あ
る
か
ら
、
以
前
よ
り
貸
付

丑
十
二
月
御
家
敷
代
貸

但
年
賦
御
払
入
之
筈
二
候
処
寅
年
御
知
行
通
御
難
渋
払
入
無
シ
当
知
冬
五
両
御
払
入

と
武
士
え
も
貸
付
が
行
わ
れ
、
年
賦
返
済
が
約
さ
れ
て
い
る
。
利
子
は
不
明
で
あ
る
。

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

士

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

＝可l

f 

弐
百
三
拾
七
貫
八
百
六
拾
五
文

此
利
三
拾
壱
貫
弐
拾
六
文

弐
百
六
貫
八
百
三
拾
九
文
年
々
差
引
不
足

S
商

①

貸

付

対

象
人

第
十
九
巻
第
二
号

香

山2)

米

屋
春1)

一
四

内 武

様 助

L L 



（表 四） ＝ 
村 名 l米 I 銭
金 田 村 20石.640 46貫8.1文29 

上糸田村 l 1.760 1,044.649 

中糸田村 9.360 1,252.802 

下糸田村 11.760 1,075.514 

鼠 池 村 6.880 79.551 

上弓削田村 24.480 I 931.205 
下弓削田村 10.240 1,916.248 

見 立 村 3.840 498.W2 

大熊村I1.440 171.624 
河原弓削田村 17.520 810.015 

宮 床 村 3.i20 464.142 

宮 尾 村 9.360 454.558 

後藤寺町 1.920 I 603.365 

計 I 132.320 9,770.404 

' 此
利
七
拾
八
両

一
金
五
百
両

り

役

寅
十
二
月
御
借
入

所

寅
十
二
月
か
知
十
二
月
迄

十
三
ヶ
月

五
百
七
拾
八
両

壱
ヶ
月
壱
歩
弐
朱
利

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

そ
の
殆
ど
が
手
永
内
の
貸
付
で
あ
る
。
嘉
永
七
年
の

4
 

手
永
内
の
貸
付
高
を
知
る
た
め
に
表
四
を
掲
げ
よ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
米

と
銭
が
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
様
だ
が
、
金
や
銀
札
な
ど
で
貸
付
け
ら
れ
て

(2) 

貸
付
地
城

ほ
ど
低
率
で
あ
る
。
そ
れ
に
利
子
は
銀
札
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
公
的
役
所
の
た
め
か
、
年
利
一
割
四
分
四
厘
で
一
般
よ
り
六
厘

が

御
証
文
十
二
月
廿
六

日
御
郡
様
江
返
上

同

七

拾

八

両

同

廿

六

日

内

五

百

両

十
二
月
二
十
日

代
札
五
貫
五
百
八
拾
目
九
分

第

十

九

巻

第

二

号

一
四

C=＝＇ 

御
郡
方
御
役
所
か
受
取

右
同
所
か
受
取

‘,’
 

3
 
御

郡

方

御

役

所



（
其
力
）

右
之
通
悔
二
御
拝
借
申
上
候
処
無
相
違
御
座
候
然
ル
上
〈
来
ル
酉
春
元
利
者
御
上
仕
候
為
甚
手
形
如
此
―
ー
御
座
候
以

期
間
は
一
ケ
年
。
利
子
は
不
明
。
中
に
は
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

＝ (1) も
、
銭
に
換
算
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

手
永
外
で
は
、
糖
手
永
の
夏
吉
・
中
津
原
・
上
採
銅
所
・
糎
等
の
各
村
及
び
香
春
・
採
銅
所
の
各
町
、
猪
膝
手
永
の
池
尻
村
、
上
野
手
永
の

上
野
・
伊
方
・
赤
池
・
市
津
の
各
村
で
あ
り
、
他
に
僅
か
に
築
城
郡
、
企
救
郡
、
小
倉
及
び
豊
後
日
田
、
筑
前
国
木
屋
瀬
、
同
鞍
手
郡
四
郎
丸

村
等
に
亘
つ
て
い
る
。
こ
の
地
域
性
を
見
る
と
、
や
は
り
集
中
的
に
金
田
村
近
隣
と
い
う
性
格
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
田
な
ど

は
一
件
ほ
ど
あ
る
の
み
で
あ
り
、
筑
前
国
と
言
っ
て
も
木
屋
瀬
、
四
郎
丸
は
直
ぐ
近
隣
に
位
す
る
と
は
言
え
、
貸
付
資
本
は
領
城
を
越
え
て
他

無
担
保
貸
付

（
嘉
永
元
年
）
申
十
二
月
十
三
日

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

金

田

御

氏

様

金

子

四

両

覚

③

貸

付

方

法

の
藩
に
ま
で
延
び
て
い
る
。

第
十
九
巻
第
二
号

一四―――

一
般
に
一
割
五
分
租
度
で
あ
る
。
貸
付
は
こ
の
形
の
無
担
保
が

下

糸

田

村

藤

そ
の
「
書
付
」
を
例
示
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

治

上
郎

⑲

L-



以
上

金

田

勢

太

郎

様

渡
申
候
其
節
一
言
否
申
間
敷
候
依
之
御
庄
屋
印
形
取
附
御
渡
申
上
候
如
件

（

中

略

）

＝可

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

多
い
が
、
そ
れ
は
、
大
庄
屋
と
い
う
権
力
的
背
景
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
無
担
保
で
あ
る
が
、
返
済
不
能
と
な
れ
ば
、
結
桓
新
に

田
晶
の
質
入
と
永
代
売
渡
が
あ
る
。
貸
付
に
永
代
売
渡
を
含
め
て
い
る
の
を
貸
付
帳
で
認
め
る
が
、
永
代
売
渡
と
言
っ
て
も

ま
ず
質
入
を
掲
示
し
よ
う
。

請
返
年
季
が
附
さ
れ
、
元
利
支
払
の
節
は
、
再
び
請
返
さ
れ
る
本
物
返
の
形
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

ノヽa
 

（
 

預
置
候
田
地
之
事

寛

政

四

年

子

閏

二

月

前
書
之
通
吟
味
之
上
相
違
無
御
座
候

金
田
村
庄
屋

庄
屋
の
後
書
で
保
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
利
子
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
形
は
証
文
を
披
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
他
に
も
う
一
通
あ
る
の
み

⑪

担

保

貸

付

田
畠
の
質
入
・
売
買
に
よ
っ
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

藤

五
銀

郎

⑲

兵

借

用

主

赤

池

村

万

屋

右
之
田
地
別
紙
証
文
之
通
為
質
物
御
預
申
上
緞
候
処
相
違
無
御
座
候
然
ル
上
ハ
借
用
銀
年
限
之
内
元
利
不
納
仕
候
二
於
為
て
〈
永
代
二
相

筆
十
九
巻
第
二
号

一
四
四

L 

衝

⑲



c ＝ 

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

本
高
七
斗
壱
升
六
合

田
晶
合
七
畝
弐
拾
六
歩

（
四
筆
中
略
）

本
高
壱
斗
五
升
六
合

中
田
壱
畝
六
歩

本

作

百
四
十
四
外
わ
た

永
代
二
売
渡
証
文
之
事

関
係
あ
る
た
め
煩
を
厭
わ
ず
詳
し
く
引
用
す
る
。
）

但
余
米
入
寅
ふ
申
迄
七
ケ
年
返
リ
付
約
束

と
あ
る
。
こ
の
『
田
地
請
取
』
が
如
何
な
る
内
容
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
、
そ
の
証
文
を
次
に
示
そ
う
。
（
こ
れ
は
後
述
例
証
の
如
く
、
小
作
に

下

糸

田

大

熊

宮

床

田

地

請

取

筆

十

九

巻

第

二

号

一
金

弐
百
七
拾
五
両

伊

中

糸

田

村

で
、
殆
ど
が
次
の
永
代
証
文
の
形
を
と
つ
て
い
る
。

ノヽb
 
（
 
永
代
売
渡

嘉
永
七
年
の
貸
付
帳
た
る
「
寅
歳
米
銀
札
諸
口
入
取
立
名
寄
帳
」
に
よ
れ
ば
、

藤

一
四
五

健

9. 

ノ‘

呈



諸
物
成
六
斗
九
升
六
合
壱
勺

田
数
／
七
畝
弐
拾
六
歩

諸
物
成
壱
石
――
＿
斗
壱
升
六
合

古
新
地

五

池

田

本
高
壱
石
五
斗
六
升
九
合
七
勺

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

中
田
壱
反
拾
九
歩
半

本
高
壱
石
三
斗
八
升
四
合
五
勺

（
一
筆
中
略
）

田
数
グ
壱
反
弐
畝
拾
歩

中
田
一
二
畝
七
歩
半

本
高
四
斗
弐
升
弐
合
五
勺

（
一
筆
中
略
）

本
高
九
斗
三
升
三
勺

池

田

諸
物
成
六
斗
弐
升
八
合
壱
勺

永
荒

第

十

九

巻

第

二

号

一
四
六



加

治

源

差
引
代
金
百
弐
拾
五
両

嘉
永
七
寅
三
月

（
裏
書
）
当
寅
ふ
来
ル
申
年
迄
七
年
返
付

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

内

八

石

弐

斗

吉

諸
物
成
合
弐
石
六
斗
四
升
弐
合

五
石
五
斗
五
升
九
合
八
勺

郎

殿

余

米

付
口
米

同

村

庄

屋

同

村

右

同

下
糸
田
村
方
頭

右 請

同 人

中
糸
田
村
売
主

第

十

九

巻

第

二

号

一
四
七

資

宗

老

五

郎

R

福 長 伊

出
入
之
義
も
御
座
候

2
有
何
時
も
此
証
文
を
以
御
沙
汰
可
被
下
候
為
後
年
依
而
証
文
如
件

副
田 藤

藤

次

郎

⑲

九

郎 牡

保

兵

衛

⑲

健

七

⑲

助

⑲

,． 
ノ‘

⑲ 

L 

右
者
要
用
二
付
永
代
＝
売
渡
代
金
悔
二
請
取
申
候
処
相
違
無
御
座
候
然
ル
上
者
子
々
孫
々
二
主
迄
此
地
式
二
付
全
否
之
義
申
間
敷
候
萬
一



公
の
も
の
か
ら
五
一
貫
余
、
二
五
貫
余
の
利
子
を
生
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
率
は
約

一
割
二
分
で
あ
る
。
嘉
永
か
ら
安
政
に
か
け
て
丁
度
半
減
し

そ
の
都
度
述
べ
て
き
た
が
、
大
体
一
割
五
分
前
後
を
普
通
と
す
る
も
最
低
四
分
五
厘
最
高
二
割
を
発
見
し
う
る
。

そ
の
貸
付
が
何
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
に
拘
ら
ず
、
殆
ど
が
銭
で
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
外
に
札
や
銀
子
や
、

米
、
金
子
で
も
受
取
ら
れ
て
い
る
。
又
特
殊
な
も
の
と
し
て

釘
ト
マ

gl

『
蓬
弐
拾
八
枚
代
』
と
蓬
で
代
納
し
て
い
る
の
や
、
『
米
三
斗
二
升

特
に
小
作
人
の
場
合
は
、
小
作
料
の
米
を
「
定
米
」
よ
り
多
く
納
入
し
『
年
貢
差
引
過
』
と
し
て
借
金
の
返
済
に
振
り
当
て
て
い
る
の
が
多

⑥

取

立

⑥

利

子

率

て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
明
ら
か
で
な
い
。

安

政

(4) 

年

嘉7)

永

元

年

年
に
つ
い
て
み
れ
ば

夫
（
役
）
銭
貸
付

四
二
四
貫
九
九
四
文

二
―
二
貫
五

0
0文

夫

銭

貸

付

高

五
一
貫

0
0
一
文

二
五
貫
五

0
0文

利

麦
四
斗
入
』
と
麦
で
納
入
し
て
米
に
換
算
さ
れ
て
い
る
も
の
等
が
あ
る
。

子

え
た
り
し
て
利
子
を
と
つ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
大
庄
屋
と
し
て
の
地
位
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
高
を
嘉
永
元
年
と
安
政
一
―

こ
れ
は
手
永
内
各
村
か
ら
藩
え
納
入
さ
れ
る
夫
役
の
代
銭
納
の
分
を
、

」
の
例
は
「
永
代
売
渡
」
と
言
い
、

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

一
時
的
に
貸
付
け
た
り
、
或
い
は
立
替

「
子
々
孫
々
」
と
文
言
に
は
う
た
い
つ
つ
も
、
七
ケ
年
の
間
に
元
銭
を
返
却
す
れ
ば
請
返
す
こ
と
が
で
き

る
所
謂
本
物
返
の
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
多
く
請
返
さ
れ
ず
に
土
地
集
積
を
も
た
ら
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

第

十

九

巻

第

二

号

一
四
八



（表 五） (7) 

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

こ
れ
ら
一
連
の
変
遷
か
ら
、
貸
付
の
拡
大
傾
向
及
び
金
銭
化
傾
向
を
把
握
し
う
る
。
幕
末
に
至
る
に
従

つ
て
商
品
流
通
の
拡
大
、
そ
れ
に
伴
う
貨
幣
需
要
の
増
加
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

大傾向をとつている。
年 代 1米貸付 1銭貸付

石 II 
貫文

天保 10 年 68.2お0 6,877.734 

弘化 2 年 238.7101 4,497.533 

II 3 年 229.6446 6,821.157 

II 4 年 192.7871 7,518.071 

嘉永 3 年 314.、畑 8,197.549 

II 4 年 180.33601 10.紐．5＂
安政 3 年 1四．2000 12,249.120 

II 5 年 216.1567 10,934.375 

第

十

九

巻

第
1

一号

り
金
銭
で
の
貸
付
が
多
い
。
そ
し
て
徐
々
に
で
は
あ
る
が
拡

一
四
九

い
る
た
め
表
六
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
米
に
よ
る
貸
付
よ

（
以
上
安
政
五
年
ま
で
）
そ
れ
以
後
、
記
帳
形
式
が
変
つ
て

貸
付
傾
向
は
拡
大
せ
ず
、
銭
の
貸
付
が
増
大
傾
向
に
あ
る
。

澤

に
貸
付
量
は
増
大
し
て
い
る
。
又
特
徴
的
な
こ
と
は
、
米
の

年
代
を
と
つ
て
表
五
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
着
実

ロ
入
取
立
名
寄
帳
」
に
よ
り
明
確
な
記
帳
が
行
わ
れ
て
い
る

す
る
の
は
手
永
内
の
貸
付
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

「
米
銀
札
諸

が
行
わ
れ
、
如
何
に
変
遷
し
た
か
。
そ
れ
を
集
中
的
に
表
現

以
上
貸
付
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
で
は
ど
の
程
度
の
貸
付

以
上
の
如
く
取
立
て
て
、
尚
残
金
が
あ
れ
ば
、

翌
年
に
繰
越
さ
れ
、
再
び
利
が
つ
け
ら
れ
る
。

、。し

貸
付
規
模
と
そ
の
変
遷

六）

年 代：米貸付銀（札）貸付銭貸付 1金貸付

石 1 貫匁 3,73貫7.62文9 1,18両9.5115 万延 I 年 33.8616 43,626.525 

文久 2 年 40.7361 41,379.755 3,800.8914 1,413.733 

元治 I 年 44.1804 43,158.105 5;2.82.071 1,111.7082 

慶応 3 年 16.9763 ？ 2,727.8816 1,201.9932 



（表 七）

年 代 I田 数 1筆数 1晶 数 l筆数
反 反

宝 翡暦 4 年 0.718 1 

安 7 年年 2.8135 8 

天寛 政 2l 年
3.809 11 

2.411 6 
If 

1045897 年年年年年年

3.507 1 0.223 I 
fl 0.715 1 3.6295 7 
II 1.6105 2 1.6155 2 
ff 0.507 I 5.902 3 
II 1.020 2 01..10229 7 I 
II 2.8065 6 3 

" 11 年菜 2.407 3 
11 12 O.C20 I 
亨和 1 14.407 7 6,8165 4 

,, 2i  年

2.1245 6 0.6145 I 
文化 2 1.918 6 

" 4 0.515 I 
,, 5 1.820 1 8.229 ， 
" 14 0.7075 1 0.412 3 
文政 3 1.124 3 1.9165 5 

" 4 0.2075 I 1.002 3 

" 6 年i 年

2.4C9 I 

" 10 0.5 I 
11 12 0.226 I 
天保 2 1.411 2 0.113 5 
,, 3 6.5225 10 14.0105 25 

" 4 3.6055 6 

" 5 0.003 I 
ff 
68 年年

0.012 2 
fl 0.406 2 0.9015 4 ,, 9 年 0.418 I 1.916 10 

fl 10 年 2.6085 7 1.103 5 
FL 
11 年悶 2.3125 

， 4.1045 6 
ff 12 2,504 6 4.520 8 
II 13 5.526 8 0.110 2 

" 14 年； 3.7125 3 弘化 l 4.305 6 1.025 1 
,, 2 2,501 6 7.002 11 

" 3 3.025 5 1.7135 I 
嘉永 1 3.8 3 1.6075 ， 
,, 3 5.803 5 

" 4 年i 0.403 I 

" 5 1.4065 6 1.8 3 
安政 2 0.305 1 1.2075 4 

" 3 2.7 7 0.622 5 

" 4 21.4045 22 6.7055 18 

" 6 4.504 5 0.1155 2 
文久 1 年 1.0135 6 

II 2 年悶 2,316 3 

" 3 0,914 2 
慶応 3 0.118 1 

明 浩 2 年年 0.305 1 0.4 1 
,, 3 0.711 1 0.2175 2 

計 I 16.427 163 99.003 211 

一
度
集
積
し
て
請
返
さ
れ
た
も
の
も
あ
ろ
う
、
証
文
で
あ
る
か
ら

⑧

土

地

集

積

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

以
上
の
如
く
、
貸
付
活
動
を
通
じ
て
は
、
そ
れ
が
土
地
の
集
積
を
も
た
ら
す
に
至
る
。
こ
こ
で
士
地
集
積
の
変
遷
を
み

て
み
た
い
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
土
地
台
帳
の
種
類
の
帳
簿
を
発
見
し
え
な
い
。
そ
こ
で
永
代
売
渡
証
文
全
一
六
五
通
を
田
晶
別
に
と
つ
て

み
た
。
し
か
し
こ
れ
が
土
地
集
積
の
全
容
を
表
わ
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

紛
失
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
、
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
現
存
す
る
証
文
の
表
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
集

第
十
九
巻
第
一
一
号

ニHo



以
上
、
貸
付
活
動
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
土
地
集
積
と
を
み
た
が
、
そ
の
集
積
さ
れ
た
土
地
経
営
を
次
に
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
註
〕
の
「
嘉
氷
元
年
申
歳
米
銀
札
諸
口
入
坂
立
名
寄
帳
」
。

②
③
「
安
政
一
一
年
卯
歳
米
銀
札
諸
口
入
取
立
名
寄
帳
」
。

④
「
嘉
永
七
年
寅
歳
米
銀
札
諸
口
入
取
立
名
寄
帳
」
。

⑤
前
掲
嘉
永
元
年
、
安
政
二
年
「
取
立
名
寄
吸
」
。

他
「
嘉
永
七
年
筑
前
鞍
手
郡
四
郎
丸
村
古
野
惣
五
郎
借
用
金
引
当
田
地
畝
数
調
子
帳
｝
。

⑦

⑧

⑨

前

掲

嘉

永

元

年
、
安
政
二
年
「
取
立
名
寄
帳
」
。

自
作
経
営
規
模
を
知
る
た
め
、
田
晶
面
積
を
把
握
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
史
料
の
制
約
の
た
め
明
ら
か
に
為
し
え
な
い
。
し
か
し
、
自
作
・

小
作
手
取
高
を
記
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
宝
作
帳
」
な
る
長
帳
が
、
天
保
十
年
以
降
大
体
揃
つ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
依
拠
し
つ

4
そ
の

変
遷
を
辿
つ
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
自
作
も
小
作
と
同
様
に
「
定
米
」
（
貢
租
と
余
米
1
1
地
主
取
分
の
合
計
）

な
る
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
保
十
年
の
「
亥
歳
宝
作
帳
」
に
よ
る
と

定
米
弐
石
弐
斗
五
升

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

『
川
田
壱
弐
町
壱
反
五
畝

自

平
原太
右

衛

門

そ
れ
が
表
七
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

作

L=9 

第
十
九
巻

二土

一
筆
毎
は
実
に
零
細
な
面
積
で
あ
る
が
、
着
実
に
集
積
が
為
さ
れ
て
い
る
。

積
さ
れ
た
土
地
の
変
遷
は
、
傾
向
と
し
て
把
握
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
1

一号



『
川
田
壱

弐
（
町
力
）
壱
反
五
畝
堀
治

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格
，

と
し
て
小
作
せ
し
め
て
い
る
が
翌
天
保
十
一
年
の
「
子
歳
宝
作
帳
」
を
見
る
と
、

定
米
弐
石
弐
斗
五
升

平

E 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
に
小
作
か
ら
自
作
に
転
化
し
て
い
る
の
を
知
る
が
、
そ
の
何
れ
も
「
定
米
」
と
記
し
、
同
額
の
高
を
計
上
し
て
い
る
。

厳
密
な
意
味
で
は
、
自
作
と
小
作
と
は
そ
の
収
得
量
が
異
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
作
は
、
帳
簿
上
で
は
如
何
に
計
上
さ
れ
て
も
、
そ
の
現

実
収
得
量
は
確
か
な
の
で
あ
る
か
ら
、
小
作
ほ
ど
厳
密
に
な
ら
ず
と
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
反
し
て
小
作
の
取
立
て
は
、
年
貢
と
余
米
の

振
り
割
り
や
、
未
納
分
及
び
そ
の
利
米
等
の
内
容
を
記
帳
整
理
し
た
「
御
年
貢
米
取
立
名
寄
帳
」
と
い
う
長
帳
が
あ
っ
て
、
厳
重
な
計
上
が
為

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
そ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
に
加
え
、
天
保
十
五
年
（
実
は
弘
化
元
年
）

定
米
弐
石
弐
斗
五
升

と
て
、
同
筆
の
田
が
小
作
に
再
転
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

握
で
き
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
、
自
作
で
あ
り
な
が
ら
、
「
定
米
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
合
計
の
変
遷
は
、
や
は
り
自
作
経
営
規
模
の
変
遷
を
物
語
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
天
保
十
年
以
降
、
五
年
毎
に
宝
作
帳
か
ら
定
米
高
の
合
計
を
求
め
て
表
八
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
自
作
経
営

『
川
田
壱
弐
町
壱
反
五
畝

自

作

の
「
辰
歳
宝
作
帳
」
に

L 

か
か
る
例
を
多
く
み
る
と
き
、
小
作
に
重
点
を
縦
い
て
い
る
地
主
の
性
格
を
把

第

十

九

巻

第

二

号

一
五



『
十
月
十
日

と
一
日
の
各
労
働
を
計
上
、
月
々
の
賃
銭
を

『
/
八
人
五
歩

亀
吉
取
分

賃
八
百
五
拾
文

十
月
十
五
日
渡

渡
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
醗
吉
は
十
月
に
八
日
半
働
い
て
銭
『
八
百
五
拾
文
』
渡
さ
れ
て
、

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

壱

人

と
か
、
又

（表 八）

年 代

天

弘

寡

安

fl 6
 

元

保

化

永

政

治

10 

2
 

年

年

年

年

年

年

自作定米高

石斗升合
33-9-3ー3.4

30ー 9-4-5.0

26ー 6-0-0.8

22ー 3-3ー 1.8

29ー 4-6-02

21-5-3-0 

弓

壱

人

正
月
十
二
日
諸
人
日
用

L 

し
て
い
る
。
即
ち
安
政
五
年
の
同
帳
に

規
模
の
縮
少
化
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

第

十

九

巻

第

二

号

覇 伝

一
日
銭
百
文
を
受
取
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

吉 七

一竺―― 麦

ま

き

つ

ら

み

こ

ゑ

と し

し
か
ら
ば
そ
れ
に
使
用
し
た
主
た
る
労
働
力
は
何
で
あ
っ
た
か
。

そ
こ
で
、
「
家
頼
勤
務
諸
人
日
雇
諸
控
帳
」
を
み
れ
ば
、
表
九
の
如
く
、
各
年
に
そ
の
名
前
を
見

出
す
者
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
譜
代
に
い
る
も
の
で
は
な
く
短
期
間
に
し
か
経
続
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
が
、
言
う
と
こ
ろ
の
「
家
頼
」
で
あ
ろ
う
が
、
農
繁
期
等
は
、
「
日
雇
」
と
し
て
臨
時
に
使
用



（表 九）

年代！人名 1給米 II年代 l人名 1給米 II年 代 1人名 1給米

3石.600 
石 I 石

恵吉 角平 3,2CO | 角平 ？ 

源四郎 3200 半平 3.200 治平 3.20C 

安政5年
下直女吉

2.400 七平 3.200 慶応2年 伝三郎 3.20C 
文久2年 下女

120C そよ 1.400 ひさ 1.200 と志
同
そと 1.200 やす 1.200 いち 1.00C. 

恵目代吉
植次郎 1.600 

3.600 I 格平 ？ 

七平 3200 角平 3.200 " 3年

伝三郎 3.2(X 

" 6年 多 市 3.200 兵 市 3.200 

ふじ 1.200 " 3年 伝三郎 3.200 角平 ？ 

おつく 1.200 金右衡門 1.200 竹治 ？ 
下女

子• 1,ヽ 1.200 明治 1年 と志 1.20C 
恵吉 3.6cc 同

まつ 1.00C 

七 平 3.200 
角平 ？ 

銀平 ？ 
兵市 3.600 

万延1年 半平 3.200 
伝三郎 3.200 

年l格平
？ 

ふじ 1.200 
元治 1年

,, 2 下女
金下は右女衛な門

1.773 

とし 1.000 
おまつ (．loc 

？ 

同な み

3.3叫
？ 竹治 ？ 

角平
11 3年

半平 3.300 角平 ？ 
角平 ？ 

治平 3.200 
II 2年 七平 3.300 

II 2年 伝三郎 3.200 武治 ？ 

とし 1.200 
細翻門!I 2．函 " 4年 伝三郎 3.20C 

たけ 1.200 そ下女よ 1,600 下お女きよ 1.200 

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

第

十

九

巻

第

二

号

一
五
四



内

壱

石

七

升

同

同

所
内

= に
奉
公
人
及
び
日
雇
が
自
作
経
営
の
主
要
労
働
力
を
樗
成
し
て
い
る
。
こ
の
奉
公
人
が
如
何
な
形
態
の
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
隷

属
関
係
は
一
応
推
察
で
き
る
に
し
て
も
、
近
批
初
期
に
強
く
見
ら
れ
た
地
王
手
作
経
営
に
お
け
る
譜
代
的
な
下
人
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い

る
。
か
か
る
労
働
力
を
使
用
す
る
自
作
経
営
は
、
隷
農
主
的
経
営
で
は
な
く
、
年
季
的
債
務
労
働
に
依
存
す
る
と
共
に
臨
時
的
日
雇
的
労
働
に

も
依
つ
て
い
る
と
い
う
、
商
品
貨
幣
経
済
の
発
展
に
基
く
手
作
経
営
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。

せ
る
田
晶
永
代
証
文
の
田
晶
は
、
当
家
に
売
渡
さ
れ
て
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

即
ち
、
（
売
主
伊
藤
健
六
は
、
中
糸
田
・
下
糸
田
両
村
の
庄
屋
を
勤
め
て
い
る
。
）
翌
年
の
安
政
二
年
の
「
知
秋
御
年
貢
取
立
名
寄
帳
」
の
如
く

定
米
五
石
弐
斗

土
地
集
積
か
ら
小
作
を
開
始
す
る
過
程
を
一
例
を
挙
げ
て
述
べ
よ
う
。
さ
き
に
、
第
二
節
で
「
永
代
売
渡
」
に
引
用

壱
石
九
斗
壱
升
五
合

壱
石
三
斗

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

池

田

下
糸
田
村
健
六
分

小
作
関
係
の
成
立

四

小

秋
引

秋
引

伴 藤

作

助

作

平

作

第
十
九
巻
第
二
号

一
五
五



C=3 

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

右
に
引
用
し
た
中
、
「
秋
引
」
と
あ
る
の
は
、
不
作
の
た
め
か
、
納
入
高
か
ら
差
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
年
全
く
偶
然
的
で
、
率

も
額
も

一
定
し
な
い
し
、
勿
論
な
い
年
も
多
い
。
右
の
史
料
の
「
秋
引
」
を
合
計
す
れ
ば
、
三
石
八
斗
八
升
五
合
と
な
り
、
証
文
に
記
さ
れ
て

い
る
余
米
の
五
石
五
斗
五
升
九
合
八
勺
か
ら
差
引
く
と
、
前
掲
「
名
寄
帳
」
に
、

と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。
不
作
等
の
た
め
の
免
除
額
た
る
秋
引
は
、
定
米
か
ら
年
貢
を
差
引
い
た
残
り
の
余
米
か
ら
引
か
れ
る
た
め
、
結
局
地

の

主
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

又
「
付
口
米
」
と
言
う
語
が
証
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
御
年
貢
米
取
立
名
寄
帳
」
や
、
「
宝
作
帳
」
に
は
、
『
定
米
』
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
諸
物
成
と
余
米
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
証
文
に
は
こ
の
付
口
米
を
使
っ
た
の
が
多
い
が
、
他
に
「
定
米
」

や
「
定
付
米
」
と
い
う
の
も
使
っ
て
い
る
が
、
そ
の
何
れ
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。

さ
て
、
前
掲
の
証
文
は
永
代
売
渡
証
文
で
あ
る
が
、
裏
書
に
『
来
ル
申
年
迄
七
年
』
と
い
う
請
返
年
季
が
つ
い
て
い
る
。
所
謂
「
年
季
売
」

で
あ
ろ
う
。
『
来
ル
申
年
』
と
い
え
ば
、
万
延
元
年
に
当
る
。
そ
こ
で
そ
れ
以
後
の
文
久
四
年
（
実
は
元
治
元
年
）
の
「
子
歳
宝
作
帳
」
に

内

壱

石

六

斗

七

升

四

合

八

勺

健

六
分
余
米

一
筆
毎
に
小
作
人
が
居
り
、
別
小
作
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

内

九

斗

同

壱

石

七

升

外

和

田

秋
引

治

E 

郎

作

L 
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四
ツ
高
五
拾
六
石
弐
斗
弐
升
四
合
五
勺

『
本
高
三
拾
四
石
九
斗
八
升
七
合

五
歩
半
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
中

小
作
管
理

と
、
小
作
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

同

池

田

同

人

分

同

壱

石

七

斗

外
和
田
健
六
分

定
米

下
糸
田
村
略）

五
石
弐
斗

同
人
分

壱
石
三
斗

田
畠
四
町
八
反

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
、
王
の
性
格

＝ 
池
田

（中

同 同

加

治

源

金

田

村

斗
」
の
分
の
小
作
人
が
代
つ
て
い
る
，
そ
れ
に
、
こ
の
史
料
か
ら
、
小
作
人
は
中
糸
田
村
の
者
で
あ
り
、
小
作
田
は
下
糸
田
村
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
作
を
し
て
い
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
が
、
こ
の
様
な
形
は
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

嘉
永
七
年
「
田
川
郡
大
庄
屋
抱
持
田
晶
並
差
引
詰
書
上
帳
」
に
よ
れ
ば
、
金
田
四
郎
兵
衛
持
高
は
田
晶
拾
三
町
壱
反
六
畝
廿

年
季
が
来
て
も
請
返
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

仁 治 藤

中

糸

田

市 郎 平

E 

第

十

九

巻

第

二

"t

吉

郎

一
五
七

た
だ
「
池
田
」
の
「
一

定
米
壱
石
三



役
人
か
否
か
ぱ
判
ら
な
い
。

-
又、

拾
四
石
七
斗
壱
升
九
合
八
勺

と
、
金
田
村
の
分
は
「
加
治
源
吉
郎
」
の
名
に
な
っ
て
居
り
、
そ
れ
が
あ
と
二
筆
あ
る
。
都
合
三
筆
に
分
れ
て
同
族
の
加
治
氏
の
名
で
記
さ
れ

て
い
る
金
田
村
の
持
高
は
合
計
五
町
五
反
三
畝
廿
壱
歩
半
と
な
る
。
こ
の
分
は
勿
論
自
作
・
小
作
を
合
わ
せ
て
で
あ
る
が
、
大
庄
屋
持
高
の
村

方
分
が
同
族
の
名
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
そ
れ
ら
の
経
営
管
理
人
か
、
或
い
は
責
任
者
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
明
確
な
史
料

に
は
未
だ
接
し
て
い
な
い
a

し
か
し
小
作
料
の
納
入
は
こ
れ
ら
の
人
名
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
何
ら
か
の
裏
付
け
が
な
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

永
代
売
渡
証
文
を
見
る
と
こ
の
加
治
氏
の
名
宛
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

る
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
加
治
氏
な
る
者
の
地
位
は
何
か
。
安
政
二
年
の
「
田
川
郡
村
々
帯
刀
御
免
之
者
名
前
書
上
帳
」
に
問
え
ば

右
者
地
盤
代
々
格
式
子
供
役
被
仰
付
器
候
処
嘉
永
六
丑
年
献
金
仕
候
＝
付
一
代
大
庄
屋
格
被
仰
付
候

と
、
大
庄
屋
格
で
あ
る
。
更
に
同
人
は
中
糸
田
村
・
下
糸
田
村
の
田
畑
請
持
人
で
も
あ
る
。
（
前
掲
表
二
）

大
熊
村
・
上
糸
田
村
・
上
弓
削
田
村
・
宮
床
村
・
宮
尾
村
・
東
虹
吉
村
及
び
後
藤
寺
町
は
『
伝
内
』
な
る
名
前
で
請
持
た
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
嘉
永
四
年
亥
十
二
月
の
「
水
代
二
売
渡
晶
式
証
文
之
夏
」
に

『
加
治
伝
内
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
同
族
の

一
員
で
あ
ろ
う
が
、
村

諸
納
弐
拾
九
石
九
升
四
合
六
勺

謀
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

新
地
晶
成
田
受
藪
上
納

E 

加

治

源

金

田

村

吉

と
郎

そ
れ
が
全
て
大
庄
屋
の
持
高
に
入
っ
て
い

第

十

九

巻

第

二

号

一
五
八



（表

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

-0) 

反 別

反畝歩
lー4ー29.5

2ー4-7.5 

2ー 8ー 28.5

2ー8ー 2.

2-8-16. 

2ー0

4-18.5 

1-0-15 

7ー 14

5ー 22

6ー 15.5

8ー26.

l--7-9 

［定米 1反当
I石斗 1石斗升
5ー2 3--4-7 

＇ 3:_6 I 1ー 4ー8
5ー 5 I 1-9-0 

8ー2 I 2ー9ー2

4ー 9 I 1ー 7ー 2

9 I 4-5 

2-6 5-6-3 

2ー8 I 2-6ー6

1-5 I 2-0ー 1

1ー0 I 1ー 7-4

1ー8 I 2ー7-6

1ー 7 I 1ー 9ー 2

2-4 I 1ー 3--9

い
納
入
物

小
作
料
取
立
内
容

砂

取

立

内

容

侯
つ
ま
で
も
な
い
。

感
十
九
巻
第
二
＂
サ

一
五
九

保
以
降
の
永
代
証
文
を
任
意
抽
出
の
方
法
で
選
出
し
表

一
0
を
作
成
し
た
。
そ

（口）

小
作
料
1
1
定
米

こ
の

一
反
当
を
知
る
た
め
主
と
し
て
残
っ
て
い
る
天

次
に
神
崎
村
の
請
持
は
『
壮
助
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
熊
村
の
庄
屋
「
福
田
壮
助
」
で
あ
る
。

た
ゞ
伊
方
村
の
『
壮
兵
衛
』
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
何
れ
の
者
か
判
ら
な
い
。

以
上
の
如
く
、
大
庄
屋
所
持
の
田
晶
は
村
請
持
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
分
担
せ
し
め
ら
れ
、

る
。
即
ち
大
庄
屋
と
い
う
封
建
的
支
配
機
構
に
依
存
し

つ
4

小
作
管
理
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

田
も
晶
も
米
で
取
立
帳
は
全
部
記
帳
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
代
納
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
と
言
う
の
は

金
銭
貸
付
の
取
立
の
場
合
、
上
述
の
如
く
、
諸
代
納
を
行
っ
て
、
そ
れ
が
多
く
換
算
さ
れ
て
計
上
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
で
反
当
定
米
の
平
均
を
出
す
た
め
、
そ
の
陪
層
を
示
し
た
表

―
一
を
作
成
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
石
か
ら
三
石
ま
で
に
集
中
す
る
。
そ
れ
の
平
均
を
求
め

て

一
応
反
当
平
均
定
米
高
を
算
出
す
れ
ば
二
石
五
升
と
な
る
。

つ
ま
り
二
石
前

後
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
反
当
二
右
と
い
え
ば
高
率
な
る
こ
と
言
を

取
立
の
内
容
を
知
る
た
め
に
安
政
二
年
の
一
例
を
挙
げ
よ

そ
の
請
持
人
は
同
族
関
係
か
、

村
役
人
か
で
あ



代
銭
七
匁
四
分

差

引

壱

斗

過

が

石
六
斗

同

八

斗

同

五

升

同

弐

石

内

七

斗

五

升

F' 

同

弐

石

松

寄
定
米
壱
石
五
斗

ヽ
93
 

『
一
本
木

ぅ。

壮
助
ふ
渡

御

蔵

入

右

同
-
＊
＊
ヵ
)

一
木
秋
引 下

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

三
石
五
斗

十

一
月
四
日
入

こ
の
「
茂
平
」
は
二
筆
の
小
作
田
を
耕
作
し
、
そ
の
う
ち
「
一
本
木
」
の
方
は
「
秋
引
」
で
負
け
ら
れ
て
い
る
。
納
入
は
分
割
納
入
で
、
納
入

期
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
御
蔵
入
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
特
に
こ
れ
ら
の
記
入
な
き
も
の
が
多
い
。
し
か
し
定
米
の
取
立
て
で
あ
る

茂

平

し

（表 --) 

定米区分 1筆数 定米合計 反当平均定米

石 石
1.0~ 1.1:> 2 

1.5~ 2.C1 4 石 石
20ー5---0 2--0-5 

2.0~ 2.5 1 

2.5~ 3.0 3 

3.0~ 3.5 1 

3.5~ 4.0 

゜4.0~ 4.5 I 

4.5~ 5.0 

゜s.o~10.o I 1 

第
十
九
巻
第
一
一
号

一
六
〇



か
ら
、
当
然
年
貢
分
も
取
立
て
ら
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
「
御
蔵
入
」
と
か
「
御
蔵
払
」
と
か
の
記
入
な
き
も
の
は
、

さ
れ
た
定
米
か
ら
地
主
が
年
貢
を
納
め
、
記
入
あ
る
の
は
小
作
人
が
年
貢
分
と
し
て
納
入
し
、
そ
の
分
だ
け
右
の
引
用
例
の
如
く
計
上
さ
れ
て

い
る
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
必
し
も
そ
れ
が
毎
年
確
然
と
決
定
さ
れ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
訳
で
も
な
い
。

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

一
定
の
納
入
高
よ
り
多
く
納
入
さ
れ
て
い
る
例
を
見
る
が
、
そ
の
超
過
納
入
分
の
処
理
が
色
々
の
方
式
で
為
さ
れ
て

右
の
例
は
銭
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。

如
く
、
貸
付
活
動
と
か
ら
ま
つ
て
貸
付
の
返
却
に
当
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
叉
、
た
だ
定
米
納
入
不
足
が
出
来
て
、
小
作
料
が
滞
つ
て

い
る
場
合
に
『
差
引
過
立
』
の
分
を
そ
の
補
充
と
し
て
計
上
し
て
い
る
の
も
僅
か
で
は
あ
る
が
見
う
け
ら
れ
る
。

『
此
分
畠
分
ニ
一
而
過
分
相
渡
不
申
約
定
』
と
し
て
、
超
過
分
を
返
済
し
な
い
畠
の
例
も
あ
る
が
、
こ
の
不
合
理
が
ど
こ
ろ
か
ら
生
じ
て
い
る
か

明
ら
か
で
な
い
。
又
『
但
、
為
替
手
形
遺
ス
』
と
、
預
り
手
形
を
渡
し
て
、
地
主
が
借
用
し
た
形
を
と
つ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
米
は
後

三
升
九
合

酒
代
＝
立

右
の
如
く
、

と
、
酒
代
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
る
の
も
あ
る
。

『
差
引

過

と

述
の
如
く
、
酒
造
米
に
廻
わ
さ
れ
て
い
る
。
更
に
又
、

い
る
。 ⇔

超

過

分

第
十
几
巻
第
一
一
号

一六

右
の
引
用
例
に
も
あ
る
如
く
「
定
米
三
石
五
斗
」
の
と
こ
ろ
「
/
―二
石
六
斗
」
を
納
入
し
て
、
「
差
引
壱
斗
過
」
が
納
め
ら

一
応
納
入
す
べ
き
定
米
高
が
決
ま
つ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
多
く
を
納
入
し
、
借
金
の
返
済
や
、
酒
代
の
支
払

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

他
の
例
を
見
る
と
、
『
但
貸
付
差
引
帳
二
入
』
と
さ
れ
て
い
る
の
が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
前
述
の

一
括
し
て
地
主
に
納
入



元

七

升

七

勺

＝ ＝ 
（残）

（中
辰
年
貢
取
立
＝
入

と
あ
る
。
こ
の
納
入
不
足
分
は
、
無
条
件
に
翌
年
の
同
帳
に
繰
越
さ
れ
る
。
安
政
一
一
一
年
を
み
れ
ば
、

久

f' 

伽

不

足

分

略）

七
升
七
勺

（中

略） 久
右
衛
門

右

そ
れ
を
借
用
分
の
返
却
に
充
当
す
る
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
農
業
生
産
に
お
け
る
季
節
的
収
入
の
性
格
を
蜆
わ
し
て
い
る
し
、
又
、
相
当
高
い

定
米
の
外
に
、
尚
「
過
」
分
を
納
入
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
確
か
に
農
業
生
産
力
の
上
昇
を
物
語
り
は
す
る
が
、
そ
れ
が
直
ち
に
農
民
生
活

向
上
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
は
な
ら
な
い
。
却
つ
て
そ
れ
は
、
地
主
の
収
得
分
に
加
え
ら
れ
、
小
作
関
係
を
維
持
経
続
す
る
方
向
、
即
ち
小
作
人

は
一
度
び
小
作
関
係
に
入
る
や
、
な
か
な
か
脱
却
し
得
な
い
こ
と
、
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
右
の
超
過
納
入
が
行
わ
れ
て
い
る
反

面
、
次
に
述
べ
る
如
く
小
作
料
納
入
に
不
足
分
が
生
じ
、
そ
の
処
理
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
政
一
一
年
「
御
年
貢
米
取
立
名
寄
帳
」
に
よ
る
と

い
や
、
換
金
等
々
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

衛

門

L 

一
年
を
通
じ
て
借
り
う
け
て
は
、
出
来
秋
に
小
作
料
を
支
払
い
、
そ
の
あ
と
に
尚
、
残
余
が
出
れ
ば

第

十

九

巻

第

二
i
J

一
六



知
上
納
不
足

と
し
て
、
安
政
二
年
の
不
足
分
「
七
升
七
勺
」
に
約
二
割
の
利
米
が
つ
け
ら
れ
「
八
升
四
合
八
勺
」
が
取
立
て
ら
る
べ
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
例
の
如
く
、
全
て
不
足
分
は
高
利
貸
付
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

右
の
如
く
、
小
作
経
営
拡
大
の
方
向
を
辿
つ
て
い
る
が
、

（表 -=) 

年 代 1 小作定米高 小自作作

天保 10 年 111石-{）—5．ー8.9 327 

弘化 1 年 (102-6ー 1ー9.3) ？ 

寡永 2 年 286ー8ー 1ー 1.5 10.78 

安政 I 年 340ー 1ー0-1.5 15.22 

I9 6 年 :617ー7-4ー3.5 20.97 

元治 1 年 639ー 4-｛ー8.7 '29.69 
I 

第
十
九
巻
第
二
号

一
六

小
作
経
営
規
模
が
如
何
な
る
方
向
を
辿
つ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
、
「
宝

作
帳
」
の
天
保
十
年
か
ら
五
年
毎
に
小
作
定
米
高
の
合
計
を
求
め
て
表
―
二
を
作
成
し
た
。
但
し

弘
化
元
年
は
村
方
記
録
の
み
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
の
み
の
合
計
を
出
し
た
，
だ
が
こ
れ

に
よ
っ
て
も
、
天
保
十
年
よ
り
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
知
り
う
る
。
こ
の
表
か
ら
、
前
掲
（
表
八
）

の
自
作
経
営
規
模
縮
少
化
傾
向
に
反
し
て
、
小
作
経
営
規
模
の
拡
大
傾
向
を
掴
み
う
る
。
自
作
と

小
作
の
差
は
幕
末
に
な
る
に
し
た
が
つ
て
上
昇
し
て
い
る
。
天
保
時
、
既
に
小
作
は
自
作
の
三
倍

余
ほ
ど
あ
り
、
寄
生
地
主
的
性
格
を
持
ち
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
後
急
激
に
寄
生
性
を
現
わ
し
て
ゆ

く
。
特
に
自
作
経
営
も
安
政
元
年
よ
り
六
年
に
至
る
間
（
表
八
）
下
降
傾
向
を
破
つ
て
上
昇
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
作
規
模
の
そ
れ
以
上
の
急
上
昇
の
た
め
、
自
作
と
小
作
と
の
割
合
の

差
は
決
定
的
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
れ
ば
、
自
作
の
安
政
六
年
に
お
け
る
上
昇
は

急
激
な
る
士
地
集
積
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

一
方
小
作
人
の
担
当
田
畠
は
ど
の
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
面
積
を
明
ら
か

小
作
経
営
の
規
模

定
米
八
升
四
合
八
勺

L 



（衷 一三）

(2) 

〔
註
〕
①

以
上
の
如
く
、
自
作
経
営
の
縮
少
化
に
対
し
て
小
作
経
営
の
拡
大
化
、
即
ち
こ
れ
は
正
に
寄
生
地
主
と
し
て
の
成
長
を
物
語
っ
て
い
る
a

か

く
て
、
そ
の
寄
生
性
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
原
因
の
重
要
な
る
基
礎
で
あ
る
酒
造
業
の
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
a

「
嘉
永
五
年

例
え
ば
、
拙
稿
「
日
田
幕
領
に
お
け
る
商
人
寄
生
地
主
の
土
地
集
積
と
小
作
関
係
」
（
「
九
州
経
済
史
研
究
」
所
載
）
に
お
け
る
領
主
と
地
、王
の
割

田川郡村々畝高籠人数寄帳」。

I 忍塁 翌 翌
石 石 人 天― 盆0 ~-1.0 22 13 

1.0~ 1.5 5 7 6 

1.5~ 2.0 4 6 4 

2.0~ 2.5 2 4 3 

2.5~ 3.0 2 2 5 

3.0~ 3.5 

゜
4 5 

3.5~ 4.0 2 4 2 

4.0~ 4.5 2 

゜
3. 

4.5~ 5.0 

゜
I 

゜5.0~ 5.5 I 

゜
I 

5.5~ 6.0 

゜
1 2 

6.0~ 6.5 

゜゜゜6.5~ 7.0 

゜゜゜7.0~ 7.5 

゜゜゜7.5~ 8.0 

゜
1 

゜8.0~10.0 

゜
2 I 

10.0～以上

゜
1 

゜人人 命計 40 46 

い
る
。

階
層
を
比
較
す
れ
ば
、

一
石
以
上
の
小
作
人
が
増
加
し
て

て
い
る
。
し
か
し
天
保
と
元
治
の
小
作
人
担
当
定
米
高
の

―
一
人
増
加
し
た
た
め
、
担
当
定
米
高
の
平
均
は
減
少
し

元
治
に
至
る
や
、
田
畠
筆
数
は
増
さ
ぬ
の
に
、
小
作
人
が

増
し
て
い
な
い
た
め
、
担
当
定
米
高
が
増
し
て
い
る
が
、

晶
が
三
〇
筆
増
加
し
て
い
る
の
に
、
小
作
人
は
六
人
し
か

五
と
な
っ
て
い
る
。
天
保
よ
り
安
政
の
間
に
は
、
小
作
田

幕
豊
＂
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

に
な
し
得
な
い
の
で
「
宝
作
帳
」
か
ら
、
担
当
定
米
高
を
天
保
十
年
以
降
十
年
毎
に
と
つ
て
表
一
三
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
石
以
下

が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
零
細
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
小
作
田
晶
の
筆
数
を
示
せ
ば
、
天
保
十
年
五
五
、
安
政
元
年
八
五
、
元
治
元
年
八

第
十
九
巻
第
二
号

一
六
四



一
幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

一
私
俄
先
年
揚
酒
場
御
願
申
上
御
赦
免
被
仰
付
難
有
商
売
仕
て
候
処
揚
酒
場
二
而
者
不
勝
手
之
筋
二
御
座
候
就
夫
近
辺
酒
屋
二
相
談
仕
諸

道
具
少
シ
宛
借
受
候
ハ
者
少
シ
宛
造
リ
返
し
一
一
仕
度
奉
存
候
私
俄
田
晶
三
町
余
抱
持
居
申
候
―
ー
付
右
為
養
肥
し
等
茂
取
申
候
得
者
殊
之

外
勝
手
二
罷
成
申
候
御
慈
悲
之
上
御
赦
免
被
成
下
候
ハ
者
難
有
可
奉
存
候
為
其
御
願
書
差
上
申
候

安
永
三
年
午
ノ
九
月

御
願
申
上
口
上
覚

そ
も
そ
も
、
酒
造
等
を
始
め
た
の
は
、

五

合
均
等
負
担
と
対
照
的
で
あ
る
。
即
ち
特
潅
商
人
と
し
て
の
掛
屋
は
領
、
主
廣
と
連
緊
、
封
建
権
力
の
強
力
な
バ
ッ
ク

・
ア
ッ

プ
が
あ
る
の
に
対
し
て

「
安
政
二
勾

「
安
政
一
一
一
年

酒

造

業

兼

営

辰
秋
御
年
貢
販
セ
」
（
以
下
破
損
）
。

（一六

む
す
び
」
詳
迩
）

卯
秋
御
年
貢
未
販
立
名
寄
限
’ー。

第

十

九

巻

第

二

号

金

田

一
六
五

浅

右

衛

門

以
上

'：'，
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．．
 
'
・
f
P
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こ
の
六
角
家
は
、
大
庄
屋
役
を
勤
め
る
と
い
う
封
建
殷
構
の
末
端
を
溝
成
し
て
い
る
と
い
う
程
度
で
、
領
主
層
と
の
連
繋
が
、
掛
屋
ほ
ど
強
力
で
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に

示
し
て
い
る
。

③
 

佑



す
ぎ
な
い
。
し
か
る
に
、

被
仰
付
候
二
付
牡
氏
利
八
名
代
＝
書
出
申
候
一
云
々

金

田

喜

多

右

衛

門

殿

十

月

朔

H

度
如
此
候
以
上

と
、
安
永
三
年
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
酒
の
小
売
店
を
持
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
表
向
き
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
と
も
酒
造
場
を
新
た
に
始

め
る
目
的
は
利
澗
の
獲
得
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
願
い
は
、

『
一
筆
申
上
候
就
者
先
逹
而
浅
右
衛
門
願
尤
吉
六
名
代
二
而
願
出
有
之
候
酒
造
之
義
昨
日
願
之
通
被
仰
付
候
間
此
段
申
付
ケ
有
之
候
右
申
上

と
許
さ
れ
て
い
る
。
名
代
に
し
て
い
る
の
ほ
、

『
右
者
金
田
村
酒
造
揚
実
2

同
村
四
郎
兵
衛
名
前
二
御
座
候
得
共
飼
人
大
庄
屋
役
二
付
枠
専
内
名
代
二
仕
置
申
候
天
明
八
中
年
詞
人
子
供
役

と
、
村
役
人
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
、
当
時
既
に
大
庄
岸
役
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
が
、
田
晶
抱
持
は
三
町
余
に

野

口

喜

久

右

衛

門

様

野 金

右
之
通
酒
造
場
之
俊
御
願
申
上
候
御
慈
悲
之
上
御
赦
免
被
成
下
候
様
奉
願
候
以
上

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

ロ 田

第
十
九
巻
躯
二
ば
J

喜

久

衛

門

浅

右

衛

門

一
六
六

L 呈 し．＝



＝可！

右
者
当
上
納
差
支
―
ー
付
上
納
米
御
借
渡
被
下
褪
受
取
上
納
相
仕
廻
申
候
所
相
違
無
御
座
候
其
外
内
証
差
支
―
ー
付
御
借
渡
之
分
共
―
ー
前
頭
之

通
毛
頭
相
違
無
御
座
候
来
巳
七
月
十
日
迄
元
利
相
揃
無
滞
御
返
済
可
仕
候
若
不
埒
之
義
も
御
座
候
ば
証
文
前
銭
高
元
利
之
内
酒
詰
場
並
諸

道
具
一
式
室
札
共
二
其
外
分
居
屋
敷
居
宅
共
不
残
永
代
相
渡
可
申
候
其
余
残
銭
之
分
〈
以
前
証
文
入
置
候
弁
城
村
鶴
田
田
地
金
田
森
下
田

が'

慕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
、
王
の
性
格

八
貫
七
匁
弐
分
五
厘
五
毛

但
利
足
壱
歩
半

代
一
三
日
七
拾
八
匁

米

四

石

弐

斗

但
利
足
月
壱
歩
半

同
三
貫
六
百
廿
九
匁
弐
分
五
厘
五
毛

辰

．
七

月
借
用
申
証
文
事

一
八
十
銭
四
貫
目

但
此
利
足
共
酒
貸
賃

辰
十
二
月
元

酒
場
引
当

辰
年
上
納
借
米

辰

冬

借

引

前

第
十
九
巻
第
二
昇
J

一
六
七



＝ 
畝
数
ゲ

下
々
晶

五五
ノ
内
下
々
晶

壱
畝
廿
三
歩
半

四
畝
拾
壱
歩
半

二
竿

同
所

同
七
升
三
合
五
勺

古

新

地

免
三
ツ
六
分

如
件
旭
永
代
相
渡
可
申
所
実
正
也
然
上
者
我
等
義
若
不
申
及
子
々
孫
、々
脇
方
ふ
も
如
何
様
之
義
申
出
候
共
此
書
物
を
以
御
礼
可
破
成
候
為
証
文

寛
政
八
辰
十
二
月

と
、
酒
造
場
や
田
地
を
担
保
に
と
つ
て
高
利
貸
付
活
動
を
行
い
、
終
い
に
は
、

永
代
相
伝
売
渡
申
家
屋
敷
酒
造
場
事

弐
畝
拾
八
歩

壱

貴

布

禰

廻

本
高
七
升
八
合

加

治

喜

太

郎

殿

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の

性
格

本

作

免
四
ッ
五
分

同

村

庄

屋

同

村

方

頭

同

村

方

頭

受

人

田

赤

池

村

借

主

中

第
十
九
巻
第
一
言
サ

次

郎

助

⑲

伝 庄 道 銀
兵

衛

⑲

六
八~

郎

⑲

作

⑲
碩

⑲

L 



’ 
幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

加

治

四

郎

兵

衛

様

代

九
升
七
合
七
勺

酒
造
揚
壱
ケ
所

但
屋
舗
年
貢

八
拾
文
銭
九
貫
七
百
七
拾
目

右
者
永
代
相
伝
売
渡
代
銭
悔
受
取
申
所
実
正
明
白
一
一
御
座
候
然
ル
上
は
此
家
屋
舗
酒
造
楊
二
お
ひ
て
我
等
義
者
不
申
及
子
孫
脇
方

i
茂
毛

頭
申
分
無
御
座
候
（
中
略
）

寛

政

九

巳

十

二

月

同

壱

軒

但

一
切
諸
道
具
共

但

室

屋

貫

家

壱

軒

物
成

但

居

屋

鉗
十
九
巻
鰤
二
＂
も

同

村

庄

屋

同 受
人
弓
削
田
村

赤

池

村

方

頭

売

主

赤

池

村

4
ロ
‘̀、4・ 伝 庄 治 銀

一
六

九 良 次 兵 兵

助

R

郎

⑲

作

⑲

衛

⑲

衛

⑲



＝ 

書
上
高
六
拾
石

天
明
八
申
年

文
化
元
子
年

八
月
譲
請
申
候
』

く
、
寛
政
期
に
至
り
、
更
に
他
の
酒
造
場
や
家
屋
敷
の
購
入
が
目
立
つ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
又
、
前
掲
表
七
か
ら
看
取
さ
れ
る
如
く
、
安
永

・
天
明
以
後
特
に
寛
政
を
劃
期
と
し
て
土
地
集
積
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
と
連
関
し
て
い
る
。

て
そ
れ
の
前
期
的
資
本
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。

そ
こ
で
金
田
村
の
酒
造
場
に
お
け
る
造
高
を
天
保
十
年
の

「
酒
造
米
高
帳
」
に
問
え
ば
、

株
高
三
石

経
営
内
容
か
ら
分
析
し
よ
う
。

（衰

書）

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

酒

造

人

百

姓

豊

前

国

田

川

郡

金

田

村

壮

小

笠

原

大

膳

太

夫

領

分
即
ち
、

他
の
手
に
再
び
渡
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
が
、

未
だ
確
証
を
得
な
い
。

表
書
之
代
銭
当
巳
ふ
寅
年
迄
十
ケ
年
之
内
元
利
御
返
済
仕
候
〈
ほ
証
文
前
御
返
可
被
下
旨
承
知
仕
候
右
年
限
之
内
家
式
酒
造
揚
受
返
候
相

談
之
節
者
当
巳
之
居
家
酒
造
場
諸
普
請
並
酒
造
道
具
仕
継
酒
蔵
等
追
々
御
仕
込
之
分

一
切
入
用
之
銀
高
是
又
御
仕
向
候
而
証
文
通
請
返
可

申
候
儀
聯
異
乱
之
俵
申
間
敷
事
為
後
証
諸
受
人
連
印
相
担
へ
懺
候

請
返
条
件
を
つ
け
て
、
買
い
う
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
酒
造
場
は
天
保
十
亥
年
「
酒
造
米
高
帳
」
に
『
赤
池
村
仁
平

酒
造
販
売
に
よ
る
貨
幣
の
蓄
積
、
そ
し

か
く
て
、
寄
生
地
主
の
成
長
に
お
い
て
酒
造
業
兼
営
が
占
め
る
重
要
な
る
役
割
を
更
に
そ
の

幕
木
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

以
上

第

十

九

巻

第

二

界
J

一
七

0

助
斯
く
の
如

友
助
ふ
文
政
三
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幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

残

弐

拾

七

石

内
残

四

拾

石

内

弐

拾

石

酒
造
米

高

六
拾
石

石

酒
造
米
高

酒
造
米
高

と
、
普
通
は
六
拾
石
の
酒
造
米
高
で
あ
り
、

『
当
寅
年
之
義
違
作
之
国
柄
多
既
―
一
夫
喰
差
支
候
場
所
も
相
聞
候
―
ー
付
当
年
酒
造
之
義
是
迄
造
来
高
之
三
歩
壱
減
石
三
歩
二
造
被
仰
付
出
候

（
中
略
）
右
者
水
野
出
羽
守
殿
御
沙
汰
二
付
此
段
申
達
候

と
、
公
義
よ
り
減
石
を
命
ぜ
ら
れ
て
よ
り
年
々
減
石
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
当
酒
造
場
の
年
々
の
減
石
は

3
 

『株

拾
三
石

内
酒
造
米
高

弐
拾
石

四
拾
石

六
拾
石

天
保
四
巳
年
以
前
迄
之
造
高

当
酉
年
減
石
之
分

同
年
造
込
之
分

天
保
元
寅
年
力
三
歩
壱
減

天
保
四
巳
年
ル
三
歩
壱
減

第
十
九
巻
第
一
一
号

金

田

一
七

壮 村

百

姓

助

L L 



と
、
御
筋
奉
行

（郡
奉
行
）
か
ら
の
通
逹
が
あ
る
n

藩
内
に
お
け
る
御
筋
奉
行
と
大
庄
屋
と
の
間
に
も
、
創
脆
を
来
た
し
て
い
る
、》
公
義
よ
り

の
「
御
触
」
は
、
そ
の
口
与
」
の
年
代
に
よ
れ
ば
天
保
三
年
以
降
、
同
四
年
、

五
年
、
八
年
及
び
嘉
永
三
年
に
も
出
て
い
る
9

こ
の
こ
と
は
減

c 

金

田

四

郎

兵

衛

殿

上

野

助

右

衛

門

殿

八

月

十

九

H

と
、
急
ぎ
の
書
状
が
あ
り
、
そ
の
別
便
と
し
て
、

『
従
生
れ
て
い
る
。
幕
命
必
し
も
諸
藩
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
が
、

残

九

石

内

拾

八

石

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

天
保
七
申
年

i
三
歩
二
減

天
保
七
申
年
か
酒
造
米

の
如
く
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
例
と
、
前
例
の
減
石
四
拾
石
と
造
高
弐
拾
石
と
い
う
同
じ
天
保
八
年
に
お
け
る
同
じ
大
庄
屋
記
録
の
差
額
が

公
義
酒
造
御
改
御
役
人
下
関
迄
御
入
込
一
一
相
成

猶
以
此
趣
外
手
永
江
も
早
々
通
達
可
有
之
候

飛
札
致
披
見
候
就
者
此
度
酒
造
御
改
二
付
造
高
之
俵
被
申
越
致
承
知
候
最
前
手
代
江
相
渡
申
候
書
付
は
相
違
有
之
候
義
と
存
候
間
郡
拍
之

通
＝
被
相
答
可
然
候
猶
又
別
紙
之
通
ニ
一
有
之
候
間
勘
考
有
之
宜
敷
斗
可
被
申
候

呈

已
上

小

第
十
九
巻
箪
一
言
ナJ

出 一
七

段

蔵

E= L=:' 



（表 -1!!1) 

年 代 I売 上 1支 出 I 残

弘化 4 年 j 貫文I 賀文 I 貰文
1,219.842 1,101.863 117.979 

寡永 5 年 I 1,380.567 1,610.708 I c-) 230.141 
安政 I 年 1 1,028.552| 1,372.450 I c -) 343.898 
安政 6 年 (-) 300.000 

（与市酒造米貸付差引）
文久 I 年 (-) 855.441 

第
十
九
怨
第
二
号

の
も
、
全
て
酒
造
米
に
廻
わ
さ
れ
て
い
る
。

石
の
命
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
公
の
史
料
か
ら
も
減
石
は
余
り
実
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
が
、
更
に
そ
れ
が
央

情
を
知
る
た
め
、

経
営
の
内
容
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。

が
、
「
酒
造
諸
控
帳
」
な
る
も
の
が
弘
化
四
年
か
ら
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
米
の
「
酒
造
渡
」
高
は

七
九
石

0
斗
五
升
一
合

一
七
一
t
l

と
な
っ
て
、
嘉
永
三
年
の
減
石
も
、
実
質
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
労
働
力
は
四
ー
五
人
の
「
下
人
」
を
使
用
し
て
い
る
が
、
前
述
の
自
作
に
使
用
し
て
い
た
者

と
は
そ
の
名
前
が
異
つ
て
い
る
か
ら
、
酒
造
の
み
に
使
う
下
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
性
格
は
明
ら
か
に

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

次
に
酒
造
米
は
小
作
よ
り
取
立
て
ら
れ
た
余
米
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
定
米
取
立
の
際
「
過
」
分

が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
だ
が
、
そ
れ
に
為
替
手
形
を
渡
し
、
或
い
は
銭
で
支
払
つ
て
い
た
も

そ
こ
で
売
上
収
支
を
見
れ
ば
表
一
四
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
利
益
を
得
た
の
は
弘
化

為
し
得
な
い
。
給
銀
は
米
及
び
銭
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。

安

政

元

年

嘉

永

五

年

弘

化

四

年

六
四
石
一
斗
八
升
三
合
九
勺

五
六
石
一
斗
九
升
四
合
七
勺

天
保
時
代
が
欠
け
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
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（表
請
負
生
産
を
為
さ
し
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

計 26 

の
貸
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

こ
れ
ら
の
事
柄
か
ら
安
政
六
年
前
頃
か
ら
、

直
接
生
接
か
ら
一
応
手
を
引
い
て
、
「
与
市
」
に

森
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

四
年
で
あ
り
、
嘉
永
五
年
以
降
は
「
不
足
」
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
る
に
安
政
六
年
以
後
は
、
記
帳
形
式
が
変
わ
り
、
下
人
労
働
等
、
直
接
生

産
に
関
す
る
計
上
が
な
く
な
り
、
表
一
四
の
如
く
「
与
市
酒
造
米
貸
付
差
引
」
な
る
新
し
い
項
目
が
出
来
、
酒
の
受
取
り
や
、
販
売
高
の
計
上

と
な
り
、
与
市
え
の
貸
付
よ
り
そ
れ
が
差
引
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
貸
付
が
回
収
さ
れ
な
い
分
を
「
残
」
と
し
て
不
足
分
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
安
政
六
年
の
三
百
貫
文
不
足
の
横
に
、
『
但
貸
付
彦
五
郎
請
人
証
文
入
来
酉
酒
造
帳
差
引
二
而
取
立
筈
』
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
与
市
」

一
方
、
売
上
内
容
を
見
る
と
、
現
金
売
も
相
当
な
撮
で
あ
る
が
、
年
間
を
通
じ
て
農
民
に
零
細
な
「
貸
」
で
拾
文
、
弐
拾
文
と
小
口
売
を
行

つ
て
い
る
。
そ
れ
が
年
々
累
積
し
て
い
る
こ
と
を
、
安
政
三
年
「
辰
酒
貸
取
立
名
寄
帳
」
に
よ
っ
て
二
百
貫
文
余
あ
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
視

金
の
大
口
売
の
販
路
は
確
め
得
な
い
が
、
小
口
売
や
、
小
口
貸
の
版
路
は
領
内
特
に
田
川
郡
に
集
中
し
、
城
下
町
小
倉
も
少
し
見
え
る
租
度
で

あ
る
。
そ
し
て
農
民
え
の
貸
付
売
は
、
結
柩
は
負
債
の
累
増
、
そ
し
て
土
雄
移
動
と
い
う
経
路
を
辿
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
酒
造
業
兼
営
の
不
利
は
安
政
六
年
前
頃
を
転
機
と
し
て
、
請
負
的
経
営
に
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
幕
命

の
減
石
処
置
に
よ
る
経
営
不
振
と
い
う
面
は
少
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で
、
郡
内
に
あ
る
酒
造
経
営
の
蜆
模
を
知
る
た
め
天
保
十
年
「

3

2

2

1

9

1

6

2

 

豊
前
国
田
川
郡
酒
造
米
高
帳
」
に
よ
り
表
一
五
を
作
成
す
れ
ば
、
酒
造
米
高
六

0
石
と
い
う

の
は
下
位
に
属
し
て
い
る
し
、
郡
内
の
み
で
二
六
軒
の
酒
造
場
を
数
え
る
時
、
経
済
的
原
因

を
主
と
し
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
現
段
階
で
ば
直

ち
に
指
摘
で
き
な
い
が
、
全
国
的
に
幕
末
の
経
済
論
理
を
把
握
す
る
上
に
有
力
な
史
料
を
提

第
十
九
巻
第
二
号

一
七
四



嘉
永
五
年
「
酒
造
諸
控
帳
」
。

さ
て
、
以
上
か
ら
、
自
作
経
営
の
縮
少
化
、
小
作
経
営
の
拡
大
化
傾
向
、
即
ち
寄
生
地
主
え
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
可
能
に
す

る
も
の
は
、
大
庄
屋
役
を
勤
め
た
と
い
う
末
端
で
は
あ
る
が
、
封
建
機
構
に
連
繋
し
て
い
た
こ
と
と
相
侯
つ
て
、
酒
造
業
兼
営
に
よ
る
前
期
的
資

、
、
、

本
の
蓄
積
及
び
そ
の
貸
付
活
動
を
通
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
寄
生
地
主
の
成
立
は
、
正
に
地
主
的
土
地
所
有
の
事
実
的
進
行
の
過
程

で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
封
建
体
制
内
に
お
い
て
、
か
か
る
事
実
が
進
展
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
領
主
権
力
の
後
退
を
表
現
す
る
と
同
時

に
、
地
主
制
の
進
展
は
更
に
、
領
主
権
力
の
後
退
を
余
像
な
く
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
領
主
と
の
対
抗
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

が
、
や
は
り
寄
生
地
主
成
立
の
過
桓
に
お
け
る
封
建
権
力
の
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
は
無
視
し
え
な
い
。
こ
の
封
建
領
主
と
の
連
繋
と
対
抗
の
面
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
掛
屋
を
つ
と
め
、
特
権
的
商
人
寄
生
地
主
と
し
て
伸
長
し
た
日
田
幕
領
に
お
け
る
千
原
家
と
比
較
検
討
を
し
て
み
よ
う
。

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

六

④

弘

化

四

年

む

す

(3) 

ぴ

供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
地
主
の
寄
生
的
性
格
を
反
映
し
て
か
、
営
業
不
振
の
酒
造
業
か
ら
は
な
れ
て
小
作
経
営
に
専
心
し
て
い
つ

た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
酒
造
業
で
一
応
安
永
以
降
土
地
集
積
を
も
た
ら
し
な
が
ら
、
幕
末
に
至
っ
て
、
酒
造
業
経
営
そ
れ
自
身
も
、
貸
付

「
天
保
三
年

「
天
明
八
申
力
酒
造
一
切
歳
々
御
鮫
書
井
害
上
拍
」
。

酒
造
米
滅
石
被
仰
付
候
付
酒
造
人
共
去
卯
年
分
造
高
書
上
控
」
。

「
天
保
八
年

酒
造
御
改
々
付
害
上
帳
」
。

〔
註
〕
①②
 

資
本
家
的
性
格
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。

第

十
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巻
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二

号

一
七
五



（表 一六）

年 代 1 田池（米•作）り曲・1罹（作大豆り高） 

沢 石
天保3年 0.7 

”4年 1.75 

゜”14年

゜゜嘉氷1年 3.4 1.245 

安政4年 5.7 3,691 

慶応3年

゜
0.76 

領
主
と
の
連
繋
を
示
す
と
い
う
矛
盾
こ

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

千
原
家
は
、
最
初
農
業
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
酒
・
醤
油
等
醸
造
業
を
開
始
す
る
に
至
り
、
貨
幣
蓄
積
に
よ
り
、
急
激
に
膨
脹
し
、

商
人
と
し
て
活
躍
、
掛
竪
と
な
っ
た
。
か
く
て
商
業
・
金
融
面
に
お
い
て
自
己
の
勢
力
を
は
り
、
中
期
以
降
、
殊
に
幕
末
、
領
主
財
政
の
窮
乏

化
と
共
に
、
日
田
に
お
け
る
西
匡
郡
代
の
台
所
を
扱
う
に
至
り
、
九
州
一
円
の
諸
侯
に
所
謂
大
名
貸
と
し
て
、
そ
の
「
日
田
金
」
の
偉
力
を
~

っ
た
。
そ
こ
に
は
自
ら
領
主
層
と
の
緊
密
な
か
ら
み
あ
い
が
生
ず
る
。
特
権
的
商
人
と
し
て
成
長
し
た
所
以
で
あ
る
。

そ
こ
で
そ
の
土
地
経
営
を
み
る
と
、
正
徳
元
年
よ
り
慶
応
三
年
に
至
る
一
五
七
年
間
に
田
畠
合
計
二

八
町
九
反
二
畝
一
四
歩
程
集
積
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
自
作
は
表
一
六
の
如
く
全
く
不
規
則
で
、
こ

れ
か
ら
自
作
の
一
定
の
経
営
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
小
作
は
集
積
せ
る
自
余
の

田
畠
全
て
を
小
作
せ
し
め
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
年
貢
と
余
米
の
合
計
た

る
定
米
を
小
作
人
か
ら
と
り
立
て
て
、
そ
れ
を
領
主
と
地
主
が
分
配
す
る
の
に
、
天
保
以
前
ま
で
年
貢

六
分
、
余
米
四
分
の
割
合
で
定
米
が
分
割
さ
れ
て
い
た
の
が
、
天
保
六
年
に
至
り
五
分
五
分
の
等
額
の

も
の
も
漸
次
硯
わ
れ
、
安
政
四
年
に
至
る
や
そ
れ
が
逆
に
年
貢
四
分
、
余
米
六
分
と
い
う
も
の
が
現
わ

れ
た
。
そ
れ
も
、
定
米
と
い
う
枠
の
中
で
、
か
か
る
分
割
率
の
逆
転
が
行
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
正
に
従
来
の
領
主
収
得
部
分
に
地
、
玉

取
り
分
が
喰
い
込
む
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
領
主
と
利
害
が
相
反
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を

可
能
に
す
る
も
の
が
前
期
的
資
本
家
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
こ
そ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
、

そ
、
こ
の
寄
生
地
主
の
性
格
で
あ
っ
た
。

第
十
九
巻

第
二
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一
七
六
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第
十
九
巻
第
二
号

亀

民
の
余
剰
労
働
部
分
に
喰
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
秋
引
」
．

一
七
七

し
か
る
に
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
六
角
家
は
、
大
庄
屋
で
あ
る
と
共
に
、
農
業
経
営
を
主
と
し
て
行
い
、
酒
造
業
に
よ
る
貨
幣
蓄
積
、
そ
れ
の

貸
付
活
動
に
よ
る
土
地
集
積
、
こ
の
一
連
の
流
れ
か
ら
成
長
し
た
寄
生
地
主
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
小
作
料
取
り
立
て
に
お
い
て
も
、

年
貢
の
中
に
喰
い
込
む
と
い
う
こ
と
も
見
ら
れ
ず
、
年
貢
高
よ
り
余
米
高
が
多
い
も
の
が
あ
る
に
し
ろ
、
そ
れ
は
領
主
部
分
に
で
は
な
く
、
農

「
春
免
」
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は

以
上
二
つ
の
代
表
的
な
寄
生
地
主
を
比
較
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
近
泄
期
に
お
い
て
成
立
す
る
基
盤
は
、
正
に
領
主
層
の
後
退
及
び

農
業
生
産
力
の
上
昇
と
い
う
二
つ
の
要
因
か
ら
生
じ
た
間
隙
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
る
に
千
原
家
の
よ
う
な

特
権
的
商
人
寄
生
地
主
は
、
農
業
経
営
に
お
い
て
は
全
く
積
極
的
意
図
は
な
く
、
農
民
に
寄
生
ー
ー
ー
領
主
層
に
寄
生
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を

可
能
に
し
て
い
る
ー
ー
ー
す
る
の
み
の
小
作
料
収
得
地
主
で
あ
り
、
他
方
村
方
地
主
た
る
六
角
家
は
、
前
期
的
資
本
の
貸
付
活
動
を
行
い
、
そ
れ

が
も
た
ら
す
土
地
集
積
に
対
し
、
自
作
も
縮
少
は
し
つ
つ
も
経
続
し
、
小
作
経
営
の
拡
大
に
意
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
の
農
業
経
営
を
王
と
し

て
い
る
寄
生
地
主
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
そ
の
事
実
上
の
地
主
的
土
地
所
有
の
推
進
者
は
後
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
二
つ
の
寄
生
地
主
の
性
格
の
分
析
は
、
領
主
層
と
の
連
繋
と
対
抗
、
及
び
そ
れ
ら
が
成
生
発
展
せ
る
道
稚
に
お
け
る
経
営
分
析
を
通

じ
幕
末
の
経
済
・
社
会
構
造
の
よ
り
具
体
的
・
論
理
的
把
握
と
共
に
広
汎
な
史
料
で
今
後
更
に
推
し
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

〔
註
〕
①
前
掲
拙
稿
。
金
融
面
等
に
お
け
る
分
析
は
、
遠
藤
正
男
著
「
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
」
―
―
-
＿
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。

幕
末
豊
前
に
お
け
る
寄
生
地
主
の
性
格

自
己
の
負
担
と
し
て
い
て
、
領
主
に
そ
れ
を
転
稼
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。




